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研究成果の概要（和文）：本研究では，言語の様々な側面において「同じであること」を禁止する必異原理をテ
ーマとして，その効果と複数の一致現象(違反)が起こった場合の相互作用を実際の言語使用データを使って新た
に調べた。
　必異原理の一致回避効果は，現象特有のものではなく，一般性の高いものであることが確認された。その効果
の現れ方は現象・文脈により様々であり（例，促進・抑制），これらのパターンを類型化することができた。例
えば，濁音の一致は子音・母音の一致より優先して回避されやすい，その効果は音節構造や距離に依存するなど
である。更に，音韻現象だけでなく，統語現象にも同様の効果が見られることも分かった。

研究成果の概要（英文）：This project focused on the effects of Obligatory Contour Principle (OCP) 
that bans similarity or identity at various linguistic levels. In particular, employing actual 
speech data provided by corpora, this study examined the interactions observed when different kinds 
of identities (violations of the OCP) are in conflict with each other. 
   The results suggest that 1) the effects of the identity avoidance induced by the OCP are general 
properties observed across phenomenon; 2) The effects vary depending on the kinds of phenomenon and 
contexts (e.g., A process is triggered/blocked). Based on the results, this study generalized the 
patterns of the effects; for example, voicing identity is more likely to be avoided than segmental 
(consonant, vowel) identity, and the effects of identity avoidance depend on the syllable structure 
and the distance between segments with target features. Additionally, the study found that these 
patterns are observed also in syntactic phenomena.

研究分野： 音韻論，社会言語学，コーパス言語学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
[1] 必異原理の効果，及びその相互作用が明らかになることにより，その知見を基にして音声学的手法による検
証を発展させることできる(とりわけ，どのような項目を調べれば良いのか，仮説の立て方について指針を示す
ことができるなど) 。
[2] 必異原理は人間言語に広く見られる。従って，本研究において得られた知見を基にして，特徴の異なる他の
言語との比較を行うなど通言語的な研究へと発展させることができる。
[3] 従来の定性的・理論的研究における主張の妥当性を検証し，それを修正，あるいは強化するなど，言語理論
全体の発展が期待できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
本研究では，必異原理をテーマとして，その効果と複数の一致現象（違反）が起こった場合の
相互作用を実際の言語使用データを使って新たに調べた。必異原理とは，言語表現において同
一または類似の要素が連続して現われることを禁止する制約である。 
 申請者のこれまでの研究課題（#25770157，2013 年～2016 年）「必異原理の性質とその違反
の回避方略に関する研究」におけるコーパスを用いた調査により，必異原理の効果とその違反
の回避の仕方，そのパターンに影響を与える要因が明らかとなった。しかしながら，必異原理
は様々な一致を対象とする。また，実際の発話では，それぞれの一致が独立して現れることは
なく，共起し得るため，相互作用が予測される。従って，必異原理の特徴の理解には，これま
で調査のない複数の一致同士の相互作用を明らかにする必要があった。 
 
２．研究の目的 
本研究ではコーパスを使って大規模な発話データを調べることで，濁音の一致と子音・母音の
一致の相互作用と，必異原理の効果を明らかにすることを目的とした。具体的な目標は以下の
通りである。 
 
（1）必異原理は，言語現象を促進するのか，あるいは抑制するのかを調べる。  
（2）必異原理の効果は，対象となる言語表現を全て禁止する(1 例も現れない)のか，抑制はす

るが全てを禁止はしない(少しは現れる)のかを調べる。 
（3）必異原理の違反がある場合，回避方法としてどのようなパターンがあるのかを調べる(人 

間言語としてより自然な(有標ではなく，無標な)言語表現へと修復されるのかなど)。  
（4）必異原理の効果を促進，あるいは抑制するような文脈的要因を明らかにする。想定され

る要因は，同一，または類似の要素の，①距離，②数，③単語境界の介在，④子音・ 母音
の一致の度合い，⑤周囲の環境(例，母音・子音の種類，品詞，語種)である。  

 
３．研究の方法 
本研究では，コーパスを使い自然な発話データに基づき，発話における必異原理の特徴と濁音
と子音・母音の一致の相互作用を以下（1）〜（4）の調査項目に従って探索的に調べた。調査
の対象とする言語現象は，日本語の「連濁」，「借用語有声促音の 無声化」，「格交替」である。
まず，各現象のデータを文字列・形態論情報と正規表現を用いてコーパスから収集し，続いて
各調査項目に合わせて環境ごとに分類し，分布のパターンを数量的に明らかにした。  
 
（1）促進・抑制  

必異原理は，言語現象が言語表現に一致を生み出してしまう場合はそれを抑制する。反対に，
言語現象が言語表現の含む一致を解消する場合はそれを促進する。これが複数の一致の相互
作用としてどのように現れるか，そのパターンを明らかにした。  

（2）禁止・抑制  
必異原理の効果は，対象となる言語表現を全て禁止するのか，あるいは抑制はするが全てを
禁止するわけではないのかについて調べた。前者であれば，1 例も観察されず，後者であれ
ば数は減るが少しは観察されることになる。このことで必異原理の影響の仕方明らかにした。  

（3）一致回避方法のパターン  
具体的にどのような一致の回避方法があるのか，どの場合にそれが適用されるのか，そのパ
ターンを調べた。有標・無標に注目し，修復された例を吟味することでこれを明らかにした。  

（4）文脈的要因 
必異原理の効果を促進・抑制するような文脈的要因を明らかにした。要因ごとにデータを分
類し，環境ごとに必異原理の効果がどう変わるかを調べた(効力による連濁の適用率の変化
を見た)。例えば，①濁音と連濁の対象となる要素が隣接か非隣接か(おや+すずめ/あか+と
んぼ)， ②濁音の数:0 対 2(もり+たぬき/ぶち+とかげ)，③単語境界の介在:濁音が連濁の
対象となる要素と同一単語内にあるかどうか(ぶた+たぬき/いと+とんぼ)，④子音・母音の
一致の度合い(子音&母音:うた+たぬき，子音:いと+たぬき，母音:あか+たぬき，一致なし: い
も+たぬき)，⑤周囲の環境(例，母音・子音の種類，品詞，語種)などを文脈的要因として調
べた。このことにより新たな要因を探索的に見付けた。  

 
４．研究成果 
平成 28年度は，「連濁」（ほし+そら => ほしぞら）を対象として研究計画を実施した。具体的
には，本現象の適用が子音・母音の一致を避け得る，濁音の一致を生み出し得ることに注目し，
上掲の調査項目に従い必異原理との関連性を詳細に調べた。 
 「日本語話し言葉コーパス」を用い，収録されている自然発話データの中から，研究対象と
なる複合語を抽出し，無声阻害音が無声音のまま発話されているか，あるいは有声音として発
話されているかを調べ，更にその際の条件を数量的に明らかにした。 
 結果として，必異原理は，①子音・母音の一致を避ける場合は連濁が促進され，濁音の一致
を生み出す場合は連濁が抑制されることが確認された（図 1, 2），②禁止する場合もあれば（強
い効果），抑制する場合もある（弱い効果）ことが確認された，③様々な違反回避・修復を引き



起こすが，そのパターンが確認された，④文脈的要因の影響を受け，近い，多い，一致度が高
いほど影響力が強くなるが，単語境界によって無効化されることが確認された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1：子音・母音が一致（左）→ 連濁によって回避 → 高い連濁率（促進） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2：連濁が子音の一致を生み出す場合（左）→ 低い連濁率（抑制） 
 
 平成 29年度は，「借用語有声促音の無声化」を対象として研究計画を実施した。具体的には，
本現象の適用により濁音の一致が避けられることと子音・母音の一致の回避に注目し，上掲の
調査項目に従い必異原理との関連性を詳細に調べた。 
 「日本語話し言葉コーパス」を用い，収録されている自然発話データの中から，研究対象と
なる単語を抽出し，無声阻害音が無声音のまま発話されているか，あるいは有声音として発話
されているかを調べ，更にその際の条件を数量的に明らかにした。 
 結果として，前年度調査を行った「連濁」と同様，必異原理により，①濁音の一致，子音・
母音の一致を避ける場合は無声化が促進されることが確認された，②禁止する場合もあれば（強
い効果），抑制する場合もある（弱い効果）ことが確認された，③様々な違反回避・修復を引き
起こすが，そのパターンが確認された，④文脈的要因の影響を受け，近い，多い，一致度が高
いほど影響力が強くなるが，単語境界によって無効化されることが確認された。 
 平成 30 年度は，これまでに調査した「連濁」「借用語有声促音の無声化」に関してこれまで
に得られた知見を一般化し，必異原理と相互作用の更なる理解を目指した。具体的には，本現
象の適用により濁音の一致が避けられることと子音・母音の一致の回避に注目し，上掲の調査
項目に従い必異原理との関連性を詳細に調べた。また，「が・を交替」を対象として，統語的な
一致回避や「現代日本語書き言葉均衡コーパス」を用いて書き言葉の性質も調べた。 
 結果として，必異原理の一致回避効果は，現象特有のものではなく，一般性の高いものであ
ることが確認された。その効果の現れ方は現象・文脈により様々であり（例，促進・抑制），こ
れらのパターンを類型化することができた。例えば，濁音の一致は子音・母音の一致より優先
して回避されやすい，その効果は音節構造や距離に依存するなどである。更に，音韻現象だけ
でなく，統語現象にも同様の効果が見られることも分かった。 
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